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（手話通訳あり） 

令和元年１２月６日（金） 

入場無料 先着順 定員 350 名 
（※満席の場合は、入場をお断りさせていただくことがございます。） 

江戸川区総合文化センター小ホール 

日本人の父とガーナ人の母との間にガーナで生まれる。当時外国人を狙った集団強盗に一家が
襲われ、6 歳から日本に移住。文化のちがいから家族がばらばらになり 18 歳まで児童養護施設
で育つも、ピアノやサッカーの教育に恵まれる。 
学生時代からモデルや CM の仕事を始め、テレビ番組にも出演。 
25 歳の時、ガーナでのあるストリートチルドレンとの出会いをきっかけに「誰にも守ってもら

えない子供たちを守りたい」という想いを抱く。自立支援団体 Enije を設立。2012 年に一般社団
法人化し、ガーナでの学校建設などの支援を続けている。 

講師 矢野 デイビット さん 

5人の「ハーフ」たちが、日本において、多文化・多人種であるとはどういうことなのかを探求する日々

を追ったドキュメンタリー。「講演の部」講師、矢野デイビットさん出演 

講演の部 14：30～16：50 （開場 14：00） 

日本とガーナ、ふたつ
の祖国の間で思うこと 
～ちがいを超えて、地球人として生きる道～ 

（ミュージシャン、一般社団法人 Enije 代表、明星大学客員講師） 

講演と映画のつどい 

第71回人権週間行事 

【講師紹介】 

映画の部 17：30～19：05  

「HAFU ハーフ」 (87 分・ドキュメンタリー映画) 

主催：江戸川区 協賛：人権擁護委員（江戸川地区） 

公益財団法人 東京都人権啓発センター 

問い合わせ：江戸川区総務部総務課 電話：5662－0109（直通） 



 
 

 
 

 

～ 考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う心 ～  

 

人権の尊重、それは誰もが幸せに生きていくために必要なものです。 

しかし、現実に、私たちの社会には差別や人権侵害があります。 

あらゆる差別をなくすためには、私たち一人ひとりが自分のことと 

して考え、行動していくことが大切です。 
 

「第 71 回人権週間」強調事項 
 
○女性の人権を守ろう 

○子どもの人権を守ろう 

○高齢者の人権を守ろう 

○障害を理由とする偏見や差別をなく 

 そう 

○同和問題（部落差別）を解消しよう 

○アイヌの人々に対する偏見や差別を 

なくそう 

○外国人の人権を尊重しよう 

○ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対

する偏見や差別をなくそう 

○刑を終えて出所した人に対する偏見や

差別をなくそう 

  

○犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう 

○インターネットを悪用した人権侵害をなく 

そう 

○北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識

を深めよう 

○ホームレスに対する偏見や差別をなくそう 

○性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう  

○性自認を理由とする偏見や差別をなくそう 

○人身取引をなくそう 

○東日本大震災に起因する偏見や差別をなく 

そう 

 

差別をしない､させない､許さない 

江戸川区は、部落差別をはじめ、あらゆる差別の解消と

人権問題解決に向けて人権啓発に取り組んでいます。 

 

12 月 4 日から 10 日は「人権週間」です。 

江戸川区総務部総務課人権推進担当係 電話：５６６２－０１０９（直通）  


